
今回、ご紹介
した二つの学生団体
は、社会貢献という目

的意識をしっかり持って活動してい
ます。震災から間もなく３年が経ちま
すが、震災を機に、学生一人ひとり
の社会貢献への意識が育っている
ことを感じました。

今後も、地域へ、世界へと目を向
けて活躍する学生の様子を、できる
だけ多くお伝えしたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願い致し
ます。　　　　　　　　　 （S・I）

　
後
援
会
で
は
、大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭

の
日
程
に
合
わ
せ
、10
月
14
日
に「
講
演

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の「
講
演
会
」は
、各
界
で
活
躍
す
る

著
名
な
方
を
お
招
き
し
、後
援
会
の
会
員

や
大
学
近
隣
の
住
民
の
皆
様
に
向
け
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、地
元
仙
台
市
で
地
域
社
会
と

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
の
白
幡
洋
一
社
長
を
お
招
き
し
、

「『
す
る・観
る・支
え
る
、そ
し
て
語
る
』〜

ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
を
支
え
る
起
爆
剤
？

〜
」と
題
し
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、40
代
50
代
の
男
性
を
中
心
に
、

約
2
5
0
人
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、白
幡
洋
一
氏
が
社
長
に
就

任
し
て
以
後
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
活
動
や
、

東
日
本
大

震
災
を
経

て
、震
災
か

ら
の
復
旧

復
興
に
対

す
る
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
の
役

割
、ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
底

力
な
ど
に
つ

い
て
、時
間
一

杯
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
利

益
の
追
求
や

勝
敗
・
順
位

だ
け
で
は
な

い
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
経
営

に
関
す
る
白

幡
社
長
の
ご

苦
労
の一
端
が

窺
え
た
ほ
か
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
懸
け
る
情

熱
も
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、育
成
に
関
連
し
た
お
話
で
は
、五

つ
の
育（
知
育・徳
育・食
育・体
育・感
育
）

の
役
割
や
、親
が
子
供
に
残
せ
る
三
つ
の
財

産（
母
国
語
以
外
に
一つ
の
言
語
の
習
得
、

何
か一つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
卓
越
す
る
、何
か一つ

の
楽
器
を
マ
ス
タ
ー
す
る
）に
つ
い
て
も
お
話

が
あ
り
、子
育
て
終
盤
を
迎
え
た
私
ど
も

後
援
会
会
員
に
と
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
子
供

と
の
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
、「
変
革・革
新
の
先
頭

に
立
ち
、県
立
大
卒
と
し
て
地
域
発
展
の

メ
イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
て
」と
、本
学
へ
の

力
強
い
エ
ー
ル
を
白
幡
社
長
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
後
援
会
会
計
書
記
　
八
島 

英
明
）

　すり傷や切り傷などのちょっとした怪我をした時、大抵の方は
病院に行かずに自宅で手当てをされているのではないでしょう
か。私が子供の頃は赤チンを塗って『ふうふう』と乾燥させたも
のでしたが、水銀化合物ということで使用されなくなり、その後
はマキロンで消毒しガーゼを当てるといった処置が一般的にな
りました。
　しかし、最近、今までのやり方が間違っていることが分かり、
新しい創傷処置が行われ始めています。消毒薬は細菌を殺す
役割がありますが、怪我を治す働きのある周りの細胞まで傷め
つけてしまいます。また、傷口から滲み出る水（浸出液）には傷
を治す為に必要な成分が含まれているのでガーゼを当てるとそ
れを吸い取り、治りが遅くなるのです。
　では、実際にはどのように処置するのが正しいのでしょうか？

〈切り傷・すり傷の新しい治療法〉
①傷は水でよく洗う（消毒は厳禁） 
②傷を乾燥させない。ガーゼは使わず、湿潤療法用被覆材
（商品名キズパワーパット、リーダーハイド
ロ救急パッド等）や白色ワセリンを塗った
食品用のラップを使用する

③かさぶたは作らない 
④膿は水で洗い流し、また密閉する事を繰り

返す（傷は乾くと痛む） 

　こうした処置の方が、傷が早く治ります。

　１月から２月にかけてのこの時期は、道路の凍結の為に転倒
したり、自転車・バイクのスリップ事故で怪我をする学生が来室
することが多くなります。保健室では、新しい傷の手当について
説明しながら、傷の手当を症状に応じて行っています。

（太白キャンパス保健指導員　山田まさみ）

日時：平成26年4月3日（木）
　　 午後12時40分～午後1時30分（入学式終了後）
場所：東京エレクトロンホール宮城（県民会館）大ホール
　　  仙台市青葉区国分町３-３-７
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

日時：平成26年3月19日（水）
　　 受付／午前9時開始　
　　 式典／午前10時～11時30分頃
場所：大和キャンパス講堂 学務課☎022（377）8218

保健室から

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
底
力

　平成26年度後援会総会を開催いたします。議題は、平成25年度
事業報告・決算報告、平成26年度事業計画・予算案などです。ご出
席くださいますようご案内いたします。
　なお、学外の会場での開催となりますので、お間違えのないよう
ご注意ください。

　平成25年度宮城大学卒業証書・学位記授与式を挙行しますの
で、ご出席ください。教職員一同、心よりお祝い申し上げます。
　なお、式場内の座席数は限られています。満席となった場合は、
別会場のモニターでご覧いただくことになりますのでご了承くださ
い。式典の詳細は、1月中に大学ホームページに掲載します。

（URL：http://www.myu.ac.jp）

実践力のある
　　教育を目指して

看護学部教授　原田 光子

「教員からの一言」
最近の傷の手当事情

宮城大学では、社会のニーズに対応できる学生の育
成を目指した教育を模索しています。

看護学部でも、少子高齢化の到来という社会のニー
ズに直面し、これに向けた教育の模索を続けています。

高齢化社会にあっては、高齢者の健康維持や療養者
の支援による生活の質の向上が、重要なニーズになりま
す。病院内の看護だけではなく自宅での長期療養生活
等の支援により、人生をより豊かにしていくという重要な
役割を担うことが求められています。

つまり、地域社会における長期療養生活を支援するシ
ステム創造への貢献が看護職にも期待されています。こ
のように、今後ますます看護職の活躍の場が拡大してい
くことになります。

一方、再生医療等、医療の分野における技術の進歩
が加速しています。医療の進歩に従い看護の分野にお
いても今までにない看護技術の習得が必要になってくる
と思います。社会が変化し、技術が進歩する中で、教育の
役割は学生と共に新しい学問を創造することと考えてい
ます。

学生が専門的知識を自律して学ぶ力を育み、その力が
実践へと応用できるように、学生一人一人が夢に向かっ
て成長していけることを願っています。
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昨
年
12
月
15
日
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
本
部
と
す
る
テ
ン
プ
ル
大
学
日
本

校
と
学
生
や
教
職
員
の
交
流
を
中
心
と
す
る
協
定
を
締
結
し
、記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、ス
ト
ロ
ナ
ク
学
長
の
基
調
講
演
の
ほ
か
秋
田
の
国
際
教
養
大

学
鈴
木
学
長
、福
島
の
会
津
大
学
角
山
学
長
を
迎
え
、本
学
西
垣
学
長
と

高
山
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
長
を
加
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。歴
史
と
実
績
あ
る
米
国
の
大
学
、世
界
に
直
結
す
る
人
材
育
成
で
国
内

外
か
ら
評
価
の
高
い
２
つ
の
大
学
、そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
す
る
本
学

の
学
長
が一
堂
に
会
し
、自
ら
考
え
行
動
す
る「
人
間
力
」の
基
盤
と
な
る
教

養
教
育
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、こ
の
冬
初
め
て
の
雪
景
色
を
解
か

す
勢
い
で
し
た
。

　
本
学
は
現
在
、道
州
制
を
視
野
に
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
注
力

し
て
い
ま
す
。経
済
成
長
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
研
修
や
企
業
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、協
定
校
の
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
米
国
、豪
州
へ
の
留
学
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
の
J
P
O
P
サ
ミ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
展
と
U
C
L
A
訪
問
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
展
開
し
、平
成
24
年
度
か
ら
の
1
年
半
で

2
0
0
名
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、難
関
の
ジ
ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易

振
興
機
構
）の
国
際
即
戦
力
育
成
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
一
名
が
合
格
し
ま

し
た
。こ
の
た
め
ク
ォ
ー
タ
ー（
4
学
期
）制
の
導
入
や
単
位
認
定
、企
業
の
協

力
金
や
関
係
省
庁
の
助
成
金
を
獲
得
す
る
な
ど
留
学
し
易
い
環
境
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。本
学
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
国
内
外
の
ど
こ
で

も
タ
フ
に
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る「
人
間
力
」の
育
成
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。指
示
待
ち・受
身
の
学
生
が
多
い
昨
今
、親
元
を
離
れ
た
異
国
で
の
思
う

に
任
せ
ぬ
体
験
は
不
測
の
事
態
を
乗
り
切
る
人
間
力
を
鍛
錬
す
る
絶
好
の

場
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ

大
切
な
わ
が
子
の
背

中
を
押
し
て
い
た
だ

き
、強
く
し
な
や
か
な

宮
城
大
生
を
共
に

創
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
参
事
兼
学
務
課
長

成
田
美
子
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と「
人
間
力
」

宮
城
大
学
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

　
後
援
会
で
は
保
護
者
の
方
々
が
、学

生
の
卒
業
後
も
宮
城
大
学
を
支
援
す

る
終
身
会
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
希

望
に
よ
り
ご
加
入
い
た
だ
く
も
の
で
す

が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
入
会
い
た

だ
き
、大
学
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。会
員
の
方
に
は
年
２
回
発

行
の
会
報
及
び
主
催
事
業
の
案
内
等

を
２０
年
間
送
付
致
し
ま
す
。

　
大
学
間
の
生
き
残
り
を
か
け
た
競

争
が
激
化
す
る
中
、自
主
自
律
の
運
営

を
目
指
す
宮
城
大
学
を
、更
な
る
充

実
し
た
支
援
で
、物
心
両
面
か
ら
支
え

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
卒
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、改
め
て
御
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、何
卒
、制
度
の
趣

旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、多
く
の
方
に

御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
後
援
会
事
務
局
）

後
援
会

終
身
会
員
制
度
の
ご
案
内

卒業生・修了生の保護者の皆様へ
卒業式のご案内

平成26年度 後援会総会
東京エレクトロンホール宮城で開催

講演する白幡氏=10月14日、講堂

講演に聞き入る聴衆
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記 事
一 覧

●2面…後援会役員と学生代表との意見交換会、「絆」
●3面…コラム、3年生就職活動への第一歩「事業構想・食産業学部合同企業説明会開く」
●4面・5面…MYU  FES 2013「太白キャンパス 」、「大和キャンパス」、学生会執行部主催キャンパス間交流「芋煮」 

●6面…TFTMYUの活動、大和学生会ガーデンキャンパスの活動
●7面…OSPの活動、インターンシップ報告会
●8面…「教員からの一言」、保健室、後援会総会、後援会終身会員制度案内
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大和キャンパス　11月6日、大会議室

後
援
会
役
員・学
生
代
表 

意
見
交
換
会

学
生
の
声
聞
き

　
　支
援
の
充
実
化
図
る

　
後
援
会
で
は
、学
生
会
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
、大
学
祭
な
ど
学
生
の
活
動
に
対
し
て
助
成

し
支
援
し
て
い
ま
す
。意
見
交
換
会
は
、学
生

の
代
表
か
ら
活
動
状
況
の
報
告
を
受
け
る
ほ

か
、後
援
会
の
助
成
等
に
つ
い
て
役
員
と
学
生

が
直
接
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
の

支
援
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、大

和
・
太
白
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、11
月
6
日
に
行
い
、学

生
代
表
12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。サ
ー
ク
ル
連

絡
会
で
は
サ
ー
ク
ル
予
算
の
適
正
な
執
行
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、大
学
祭
実
行
委
員
会

か
ら
は
、大
学
祭
の
広
報
を
兼
ね
て
地
域
の
お

祭
り
の
準
備
を
手
伝
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、大
学
祭
当
日
に
来
場

者
用
の
駐
車
場
が
不
足
し
た
こ
と
に
関
し
、出

席
し
た
役
員
か
ら

大
学
近
隣
の
無
料

駐
車
場
の
活
用
に

つ
い
て
も
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、11
月
14
日
に
行

い
、学
生
代
表
9
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
も
大
学
祭

運
営
に
つ
い
て
意
見

が
集
中
し
、協
賛
金

を
依
頼
す
る
企
業

に
は
積
極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と

や
大
学
祭
終
了
後
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
、役
員
か
ら
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
意
見
交
換
会
で
は
、こ
の
ほ
か
に
も

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
の
積
極
的
な
交
流
を
求

め
る
意
見
や
、大
和
と
太
白
で
助
成
金
を
一
本

化
し
効
率
的
な
執
行
を
工
夫
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
の
提
案
が
役
員
か
ら
出
さ
れ
、

今
後
の
学
生
会
等
の
活
動
と
後
援
会
の
支
援

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
援
会
で
は
、今
回
の
意
見
交
換
会
に
と
ど

ま
ら
ず
、様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
学
生
の
声

を
聞
き
、今
後
の
支
援
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
会
計
書
記
　
八
島
英
明
）

県
内
・
首
都
圏
か
ら

　
　86
企
業
・
団
体
が
参
加

県
内
・
首
都
圏
か
ら

　
　86
企
業
・
団
体
が
参
加

3
年
生
就
職
活
動
へ
の
第
一
歩

事
業
構
想
・
食
産
業
学
部
合
同
企
業
説
明
会
開
く

　
12
月
4
日
・
6
日
の
二
日
に
わ

た
り
、大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

事
業
構
想
学
部
、食
産
業
学
部

合
同
の
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、学
生
が
今
後

の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
で

き
る
よ
う
、企
業
等
か
ら
説
明
を

受
け
、そ
の
企
業
は
も
と
よ
り
そ

の
業
種・業
界
、社
会
の
動
き
等
に

関
す
る
様
々
な
知
識
を
得
る
と

と
も
に
、自
己
意
識
の
啓
発
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
内
や
首
都
圏

等
か
ら
、4
日
は
42
社
、

6
日
は
44
社
の
企
業
・
団

体
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
年
は
キ
ャ
リ

ア
開
発
セ
ン
タ
ー
の「
企

業
説
明
会
の
回
り
方
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、学

生
が
よ
り
意
欲
的
に
企

業
説
明
会
に
参
加
で
き

る
よ
う
支
援
し
た
結
果
、

両
学
部
の
3
年
生
を
中

心
に
延
べ
5
0
7
人
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
は
時
間
の
許
す

限
り
様
々
な
企
業
の
ブ
ー

ス
で
熱
心
に
説
明
を
聞

き
、積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、参
加
し
た
企
業
・
団
体

か
ら
は
、熱
心
で
積
極
的
か
つ
、自

分
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
学
生
が

多
い
と
非
常
に
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
、本
学
に
寄
せ
る
期
待
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
12
月
か
ら
本
格
的
に
就
職
活

動
が
開
始
と
な
り
、学
生
に
と
っ

て
は
忙
し
い
時
期
が
続
き
ま
す

が
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
実

現
す
る
大
学
を
目
指
し
、教
職
員

一
丸
と
な
り
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
方
の
引
き
続
き
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
学
務
課
　
萩
野
俊
輔
）

　在
校
生
、卒
業
生
、保
護
者
、教
職
員
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。11
回
目
に
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、現
在
、本
学
大
学
院
で
学
ぶ
、相
田
茉
美
さ

ん
で
す
。相
田
さ
ん
は
宮
城
大
事
業
構
想
学
部
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
か
ら
事
業
構
想
学
研
究
科
へ
進
み
、こ
の

春
、博
士
前
期
課
程
の
修
了
を
迎
え
ま
す
。今
、学
び
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
城
大
で
の
6
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
事
業
構
想
学
部
」だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
6
年
間

事
業
構
想
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
年

相
田 

茉
美

　
学
部
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
で
の
4
年

間
、現
在
所
属
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
領
域

で
の
2
年
間
と
、宮
城
大
学
に
入
学
し
6
年
間

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
部
時
代
に
は
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
専
攻

し
、建
築
設
計
に
関
す
る
知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、物
事
の
考
え
方
や
伝
え
方
の
訓
練
な
ど「
つ

く
り
あ
げ
る
」こ
と
の
基
礎
と
な
る
部
分
を
み
っ

ち
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で「
形
づ

く
る
」こ
と
の
重
要
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、目

に
は
見
え
な
い
運
営
や
経
済
な
ど
の「
仕
組
み
」へ

も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、よ
り
ハ
ー
ド
も
ソ
フ

ト
も
一
体
的
に
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
勉

強
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ

で
進
学
先
と
し
て
様
々
な
大
学
院
を
調
べ
た
結

果
、最
終
的
に
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
か
ら
離
れ
る
こ

と
な
く
ソ
フ
ト
面
の
知
識
を
学
べ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、宮
城
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
領

域
、つ
ま
り
学
科
で
考
え
る
と
計
画
学
科
の「
ま

ち
づ
く
り
」を
専
門
分
野
と
す
る
研
究
室
を
受

験
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
は
実
際
に
地
域
へ
通
い
ま
ち
づ
く
り

支
援
活
動
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、地
域
の
皆
さ

ん
、先
生
や
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
地
域
が
元
気
に

な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
2
年
間
、計
画
学
科
で
学
ん

だ
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
の
学
び
と
空

間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
は
常

に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　「
事
業
構
想
学
部
」だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
6
年

間
の
経
験
か
ら
、私
の
原
点
と
し
て
将
来
大
切
に

し
た
い
価
値
観
と
、何
よ
り
多
く
の
恩
師
や
仲
間

と
の
出
会
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
春

か
ら
は
、東
京
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
設
計
事
務
所
へ

の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。宮
城
大
学
で
の
学

び
と
出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
ま
す
ま
す
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　前回、一人の子どもの親として学校との関わりについて書
かせていただきましたが、今回は教育学を専攻する者として
タイトルのことについて書かせていただきます。
　2000年以降、親（や住民）と学校の関係は劇的に変化し
ました。学校経営における保護者・住民の声を反映させるた
めの学校評議員制度は確実に定着していますし、一部の学
校で導入されている学校運営協議会制度（いわゆる「コミュ
ニティ・スクール」）においては、保護者・住民を構成員とする
学校運営協議会には人事権を含む広範な権限が与えられ
ています。また、こうした学校経営とは別に、総合学習におけ
る講師や学校ボランティアの一員として日常的な教育活動に
多くの保護者・住民がかかわっています。
　こうした「学校参加」が制度化された背景には、親（・住
民）が学校教育のステークホルダーであるということが認識さ
れたということがあります。学校にいる間はすべて学校任せと

いうのは教育権者である親・保護者のあるべき姿ではありま
せん。子どもの教育についての権利と義務を持つ親は当然
学校教育のあり方を含めて関心を持つのであり、その意味
で学校の利害関係者なのです。学校経営に親の参加が保
障されるというのはその意味では至極当然のことなのです。
付言すれば、住民にとっても地域の子どもがどのように成長
していくかということは、たとえ自分の子どもでなかったとしても
非常に重要な問題ですので、同様の論理から地域住民の
学校参加も要請されるのです。
　翻って、貴後援会の活動も、上述の意味での「学校参加」
の一形態と言えるでしょう。私たち教員にとって皆さまは本学
教育のステークホルダーです。ぜひ、ともに良い大学をつくっ
ていきましょう。

看護学部准教授　山岸 利次

（やまぎしとしつぐ）
1973年生まれ。埼玉県出身。東京大学教育学部卒
業。同大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退
学（教育学修士）。2009年4月、宮城大学看護学部准
教授に着任、現在に至る。専門は西洋教育史・教育法
学。「歴史とは歴史家と事実との間の相互作用の不断
の過程であり、現在と過去との間の尽きることを知らぬ対
話である」（E・H・カー）をモットーに、歴史的視点から現
代の教育問題について考えることを生業としている。

学校参加について

コラム 親と子どもと学校と ㊦

太白キャンパス　11月14日、会議室

一緒に活動している福島県石川町野木沢地区の皆さん・宮城大学まち
づくり研究室の皆さん（相田さん、2列右から2人目）＝公益社団法人日
本造園学会関東支部第8回学生デザインワークショップ「サマースタジ
オ2012」地元報告会にて



大和キャンパス　11月6日、大会議室

後
援
会
役
員・学
生
代
表 

意
見
交
換
会

学
生
の
声
聞
き

　
　支
援
の
充
実
化
図
る

　
後
援
会
で
は
、学
生
会
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
、大
学
祭
な
ど
学
生
の
活
動
に
対
し
て
助
成

し
支
援
し
て
い
ま
す
。意
見
交
換
会
は
、学
生

の
代
表
か
ら
活
動
状
況
の
報
告
を
受
け
る
ほ

か
、後
援
会
の
助
成
等
に
つ
い
て
役
員
と
学
生

が
直
接
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
の

支
援
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、大

和
・
太
白
の
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、11
月
6
日
に
行
い
、学

生
代
表
12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。サ
ー
ク
ル
連

絡
会
で
は
サ
ー
ク
ル
予
算
の
適
正
な
執
行
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、大
学
祭
実
行
委
員
会

か
ら
は
、大
学
祭
の
広
報
を
兼
ね
て
地
域
の
お

祭
り
の
準
備
を
手
伝
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、大
学
祭
当
日
に
来
場

者
用
の
駐
車
場
が
不
足
し
た
こ
と
に
関
し
、出

席
し
た
役
員
か
ら

大
学
近
隣
の
無
料

駐
車
場
の
活
用
に

つ
い
て
も
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
太
白
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ン
パ
ス
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、11
月
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行
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、学
生
代
表
9
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
も
大
学
祭

運
営
に
つ
い
て
意
見

が
集
中
し
、協
賛
金

を
依
頼
す
る
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積
極
的
に
働
き
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る
必
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が
あ
る
こ
と

や
大
学
祭
終
了
後
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
こ

と
な
ど
、役
員
か
ら
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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に
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両
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太
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本

化
し
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率
的
な
執
行
を
工
夫
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
の
提
案
が
役
員
か
ら
出
さ
れ
、

今
後
の
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会
等
の
活
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と
後
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会
の
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つ
い
て
意
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が
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さ
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ま
し
た
。

　
後
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は
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見
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に
と
ど

ま
ら
ず
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々
な
機
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を
と
ら
え
て
学
生
の
声

を
聞
き
、今
後
の
支
援
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
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事
業
構
想
学
部
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
か
ら
事
業
構
想
学
研
究
科
へ
進
み
、こ
の

春
、博
士
前
期
課
程
の
修
了
を
迎
え
ま
す
。今
、学
び
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
城
大
で
の
6
年
間
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
事
業
構
想
学
部
」だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
6
年
間

事
業
構
想
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
年

相
田 

茉
美

　
学
部
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
で
の
4
年

間
、現
在
所
属
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
領
域

で
の
2
年
間
と
、宮
城
大
学
に
入
学
し
6
年
間

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
学
部
時
代
に
は
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
専
攻

し
、建
築
設
計
に
関
す
る
知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、物
事
の
考
え
方
や
伝
え
方
の
訓
練
な
ど「
つ

く
り
あ
げ
る
」こ
と
の
基
礎
と
な
る
部
分
を
み
っ

ち
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で「
形
づ

く
る
」こ
と
の
重
要
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、目

に
は
見
え
な
い
運
営
や
経
済
な
ど
の「
仕
組
み
」へ

も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、よ
り
ハ
ー
ド
も
ソ
フ

ト
も
一
体
的
に
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
勉

強
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ

で
進
学
先
と
し
て
様
々
な
大
学
院
を
調
べ
た
結

果
、最
終
的
に
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
か
ら
離
れ
る
こ

と
な
く
ソ
フ
ト
面
の
知
識
を
学
べ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、宮
城
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
領

域
、つ
ま
り
学
科
で
考
え
る
と
計
画
学
科
の「
ま

ち
づ
く
り
」を
専
門
分
野
と
す
る
研
究
室
を
受

験
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
大
学
院
で
は
実
際
に
地
域
へ
通
い
ま
ち
づ
く
り

支
援
活
動
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、地
域
の
皆
さ

ん
、先
生
や
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
地
域
が
元
気
に

な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
2
年
間
、計
画
学
科
で
学
ん

だ
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、そ
の
学
び
と
空

間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
は
常

に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　「
事
業
構
想
学
部
」だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
6
年

間
の
経
験
か
ら
、私
の
原
点
と
し
て
将
来
大
切
に

し
た
い
価
値
観
と
、何
よ
り
多
く
の
恩
師
や
仲
間

と
の
出
会
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
春

か
ら
は
、東
京
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
設
計
事
務
所
へ

の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。宮
城
大
学
で
の
学

び
と
出
会
い
に
感
謝
し
つ
つ
、社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
ま
す
ま
す
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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ニティ・スクール」）においては、保護者・住民を構成員とする
学校運営協議会には人事権を含む広範な権限が与えられ
ています。また、こうした学校経営とは別に、総合学習におけ
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看護学部准教授　山岸 利次

（やまぎしとしつぐ）
1973年生まれ。埼玉県出身。東京大学教育学部卒
業。同大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退
学（教育学修士）。2009年4月、宮城大学看護学部准
教授に着任、現在に至る。専門は西洋教育史・教育法
学。「歴史とは歴史家と事実との間の相互作用の不断
の過程であり、現在と過去との間の尽きることを知らぬ対
話である」（E・H・カー）をモットーに、歴史的視点から現
代の教育問題について考えることを生業としている。

学校参加について

コラム 親と子どもと学校と ㊦

太白キャンパス　11月14日、会議室

一緒に活動している福島県石川町野木沢地区の皆さん・宮城大学まち
づくり研究室の皆さん（相田さん、2列右から2人目）＝公益社団法人日
本造園学会関東支部第8回学生デザインワークショップ「サマースタジ
オ2012」地元報告会にて
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地域の人のお目当ての野菜販売には、いつも長い列が

“静”と“動”
多彩な行事

人気のパペットショー

B級グルメ石巻焼そばも登場露店もいろいろ

フィナーレを
飾った花火

装飾された中央階段が
祭りの雰囲気を盛り上げる

“娘すずめ”の舞

太白のマスコット
“しょっくん”

しょっくんと
みゅーくんの
ツーショット

伝統のもちまき

大和のマスコット
“みゅーくん”

大勢の人で
賑わった
池前テラス

太白キャンパス ー 10月5・6日太白キャンパス

満員御礼、ライブ 笑いの渦満員御礼、ライブ 笑いの渦
大和キャンパス ー 10月13・14日大和キャンパス

テーマは「Travel」、４千人近い旅人たちで賑わうテーマは「Travel」、４千人近い旅人たちで賑わう

　こんにちは、大学祭実行委員長の佐々木雄弥です。今
年の大学祭のテーマは「EATRESURE」をテーマに開催
しました。本学生だけでなく地域の方々にもたくさんご
来場をいただき、無事成功させることができました。
　毎年恒例のお笑いライブでは、ゲストに山本高広さん
に来ていただきました。会場は満員御礼、終始笑いの渦
に包まれ大盛況でした。
　体育館では「謎解きアトラクションゲーム　トレジャ
ン」やミスコン、カラオケ大会、伝統の餅まきなどのイベ
ントを行いました。どのイベントもたくさんの方々に参
加いただき大いに盛り上がりました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、実行委員や音響担
当の方のスムーズな対応で、予定通り進行することがで
きました。
　来年は、今年の反省を生かしてより盛り上がる大学祭
になればと願っています。
　当日来場いただいた皆様、大学祭開催に協賛してい
ただいた企業、支援いただいた後援会、協力いただいた
事務部の皆様、先輩方、本当にありがとうございました。

（太白キャンパス大学祭実行委員長　　　
ファームビジネス学科２年　佐々木雄弥）

　２０１３年度大学祭実行委員会代
表の佐々木翼です。今年の大学祭
はテーマを「Travel」とし、来ていた
だいたお客様に非日常的な空間と
時間を提供し、旅行に来たような楽
しい時間を過ごして欲しい、という
思いで活動をしました。
　その結果、一日目は約１，４００人、
二日目は約２，４００人で合わせて約
３，８００人のお客様にご来場いただ
きました。
　今年は、露店にゲストで石巻焼き
そばさんと気仙沼ホルモンさんを
お招きしたほか、キャンパス間交流
として太白から豚串が出展され、お
客様に喜んでいただき大変賑わい
ました。
　また、地域交流として地元の小学
校や中学校、町内会などの行事へ
お手伝い方々参加し、地域との交流

を深めるなど、学祭以外での活動も
充実させました。
　来年はさらに充実した活動となる
ようこの経験を後輩に託したいと思
います。ありがとうございました。

（大和キャンパス大学祭実行委員長
事業計画学科２年　佐々木  翼）

　はじめまして。２０１４年度代表と
なりました桂嶋健太郎です。新体制
となりまだまだ未熟な私たちです
が、次年度に向けて本格的に活動を
始めています。
　先輩方が作り上げてきた大学祭
を引き継ぎ、さらにそれを超える素
晴らしいものを作り上げたいと考え
ております。
　これからよろしくお願いします。
（新委員長　デザイン情報学科１年

桂嶋 健太郎）

２
年
目
は
食
材
の
宝
庫

太
白
で „
芋
煮“

学
生
会
執
行
部
主
催
キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流 

　
宮
城
大
学
生

会
執
行
部
で

は
、大
和
・
太
白

キ
ャ
ン
パ
ス
間
の

よ
り
深
い
交
流

を
目
的
と
し

て
、昨
年
度
か

ら
キ
ャ
ン
パ
ス
間

交
流
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
11
月
4
日
、太
白
キ
ャ
ン
パ

ス
で
芋
煮
会
を
開
き
ま
し
た
。食
産
業
学
部
の

先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き
、新
鮮
な
野
菜
や

肉
、調
味
料
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

参
加
者
全
員
で
と
て
も
お
い
し
い
芋
煮
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
持
ち
寄
っ
た
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。自
己
紹
介
す
ご
ろ
く

で
交
流
を
深
め
た
り
、太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
り

写
真
を
撮
る
な
ど
、参
加
し
た
学
生
は
大
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
を
通
し
て
、両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

の
間
に
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。お

互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、大

学
祭
な
ど
様
々
な
場
面
で
協
力
し
合
い
、発
展

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　この一年間で、執行部は学生に
とってより身近な存在になりたいと
考えています。また、これまで以上
にWEBを利用した情報発信に努
めていきます。

　このような立場となるのは今まで
にない経験で、失敗や戸惑いばか
りですが、宮城大をよりよいものに
できるよう、また、社会に出るための
いい経験となるよう、精いっぱい頑
張りたいと思います。 参加者全員で調理＝11月4日、太白キャンパス調理自習室

和やかな雰囲気の食事会
＝太白キャンパスカフェテラス

新代表の阿部さん 《 大和 》

新代表の滑川さん 《 太白 》

（

）

大
和
学
生
会
代
表
　
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
2
年
　
　 

阿
部
仁
美

太
白
学
生
会
代
表
　
フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
年
　
滑
川
桃
子



MYU  FESMYU  FES
20 1320 13

地域の人のお目当ての野菜販売には、いつも長い列が

“静”と“動”
多彩な行事

人気のパペットショー

B級グルメ石巻焼そばも登場露店もいろいろ

フィナーレを
飾った花火

装飾された中央階段が
祭りの雰囲気を盛り上げる

“娘すずめ”の舞

太白のマスコット
“しょっくん”

しょっくんと
みゅーくんの
ツーショット

伝統のもちまき

大和のマスコット
“みゅーくん”

大勢の人で
賑わった
池前テラス

太白キャンパス ー 10月5・6日太白キャンパス

満員御礼、ライブ 笑いの渦満員御礼、ライブ 笑いの渦
大和キャンパス ー 10月13・14日大和キャンパス

テーマは「Travel」、４千人近い旅人たちで賑わうテーマは「Travel」、４千人近い旅人たちで賑わう

　こんにちは、大学祭実行委員長の佐々木雄弥です。今
年の大学祭のテーマは「EATRESURE」をテーマに開催
しました。本学生だけでなく地域の方々にもたくさんご
来場をいただき、無事成功させることができました。
　毎年恒例のお笑いライブでは、ゲストに山本高広さん
に来ていただきました。会場は満員御礼、終始笑いの渦
に包まれ大盛況でした。
　体育館では「謎解きアトラクションゲーム　トレジャ
ン」やミスコン、カラオケ大会、伝統の餅まきなどのイベ
ントを行いました。どのイベントもたくさんの方々に参
加いただき大いに盛り上がりました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、実行委員や音響担
当の方のスムーズな対応で、予定通り進行することがで
きました。
　来年は、今年の反省を生かしてより盛り上がる大学祭
になればと願っています。
　当日来場いただいた皆様、大学祭開催に協賛してい
ただいた企業、支援いただいた後援会、協力いただいた
事務部の皆様、先輩方、本当にありがとうございました。

（太白キャンパス大学祭実行委員長　　　
ファームビジネス学科２年　佐々木雄弥）

　２０１３年度大学祭実行委員会代
表の佐々木翼です。今年の大学祭
はテーマを「Travel」とし、来ていた
だいたお客様に非日常的な空間と
時間を提供し、旅行に来たような楽
しい時間を過ごして欲しい、という
思いで活動をしました。
　その結果、一日目は約１，４００人、
二日目は約２，４００人で合わせて約
３，８００人のお客様にご来場いただ
きました。
　今年は、露店にゲストで石巻焼き
そばさんと気仙沼ホルモンさんを
お招きしたほか、キャンパス間交流
として太白から豚串が出展され、お
客様に喜んでいただき大変賑わい
ました。
　また、地域交流として地元の小学
校や中学校、町内会などの行事へ
お手伝い方々参加し、地域との交流

を深めるなど、学祭以外での活動も
充実させました。
　来年はさらに充実した活動となる
ようこの経験を後輩に託したいと思
います。ありがとうございました。

（大和キャンパス大学祭実行委員長
事業計画学科２年　佐々木  翼）

　はじめまして。２０１４年度代表と
なりました桂嶋健太郎です。新体制
となりまだまだ未熟な私たちです
が、次年度に向けて本格的に活動を
始めています。
　先輩方が作り上げてきた大学祭
を引き継ぎ、さらにそれを超える素
晴らしいものを作り上げたいと考え
ております。
　これからよろしくお願いします。
（新委員長　デザイン情報学科１年

桂嶋 健太郎）

２
年
目
は
食
材
の
宝
庫

太
白
で „
芋
煮“

学
生
会
執
行
部
主
催
キ
ャ
ン
パ
ス
間
交
流 

　
宮
城
大
学
生

会
執
行
部
で

は
、大
和
・
太
白

キ
ャ
ン
パ
ス
間
の

よ
り
深
い
交
流

を
目
的
と
し

て
、昨
年
度
か

ら
キ
ャ
ン
パ
ス
間

交
流
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
11
月
4
日
、太
白
キ
ャ
ン
パ

ス
で
芋
煮
会
を
開
き
ま
し
た
。食
産
業
学
部
の

先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き
、新
鮮
な
野
菜
や

肉
、調
味
料
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

参
加
者
全
員
で
と
て
も
お
い
し
い
芋
煮
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
持
ち
寄
っ
た
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。自
己
紹
介
す
ご
ろ
く

で
交
流
を
深
め
た
り
、太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
り

写
真
を
撮
る
な
ど
、参
加
し
た
学
生
は
大
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
を
通
し
て
、両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生

の
間
に
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。お

互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、大

学
祭
な
ど
様
々
な
場
面
で
協
力
し
合
い
、発
展

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　この一年間で、執行部は学生に
とってより身近な存在になりたいと
考えています。また、これまで以上
にWEBを利用した情報発信に努
めていきます。

　このような立場となるのは今まで
にない経験で、失敗や戸惑いばか
りですが、宮城大をよりよいものに
できるよう、また、社会に出るための
いい経験となるよう、精いっぱい頑
張りたいと思います。 参加者全員で調理＝11月4日、太白キャンパス調理自習室

和やかな雰囲気の食事会
＝太白キャンパスカフェテラス

新代表の阿部さん 《 大和 》

新代表の滑川さん 《 太白 》

（

）

大
和
学
生
会
代
表
　
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
2
年
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仁
美

太
白
学
生
会
代
表
　
フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
2
年
　
滑
川
桃
子



OSP宮城大チームの皆さん
10月、岩手県立大学

TFTMYUのみなさん

　
私
た
ち『T

able F
or T

w
o M

iyagi 
U

niversity

（
T
F
T
M
Y
U
）』は
、「
世

界
の
食
の
不
均
衡
の
解
決
」を
目
的
と
し
て

T
A

BLE FO
R T

W
O

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『T
A

B
L

E
 F

O
R

 T
W

O

（
T
F
T
）』と
は
、発
展
途
上
国
の

飢
餓
と
先
進
国
の
肥
満
や
生
活
習

慣
病
の
解
消
に
同
時
に
取
り
組
む
、

社
会
貢
献
運
動
で
す
。日
本
で
発

足
し
、多
く
の
企
業
・
団
体
が

T
F
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

ま
す
。T
F
T
M
Y
U
は
、「
食
」に

関
す
る
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
で
、東
北
全
体
に
T
F
T
の

活
動
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

　
今
年
度
は
活
動
２
年
目
を
迎

え
、活
動
の
幅

を
広
げ
て
き

ま
し
た
。

　
昨
年
度
は

実
行
で
き
な

か
っ
た
、宮
城

大
学
両
キ
ャ
ン

パ
ス
・
東
北
大

学
の
学
祭
で
の

出
店
が
実
現
し
、ア
フ
リ
カ
で
給
食

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る「
ポ
シ
ョ
」を

イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
を

販
売
。3
回
の
出
店
で
計
８
０
０
食

以
上
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、「
イ
ン
ド
レ
ス
ト
ラ
ン 

ガ
ネ
ー
シ
ャ
」、10
月
か
ら
は「
ヘ
ル
シ
ー

キ
ッ
チ
ン 

こ
こ
み
亭
」と
、商
品
を
共

同
開
発
し
、実
際
に
販
売
さ
れ
ま
し

た
。メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
に
は
、太
白
キ
ャ

ン
パ
ス
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
祭
で
の
出
店
や
共

同
開
発
メ
ニ
ュ
ー
の
販
売
時
に
は
、

T
F
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、ア
フ

リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
寄

付
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
団
体
発
足
か
ら
今
ま

で
の
活
動
で
私
た
ち
が
寄
付
し
て
き

た
給
食
は
、累
計
で
３
０
０
０
食
以

上
に
な
り
ま
し
た
。宮
城
大
学
を
始

め
、他
大
学
の
学
生
や
社
会
人
の
方

も
、私
た
ち
の
活
動
に
興
味
を
持
ち
、賛
同

し
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
は
更
に
広
い
範
囲

で
、よ
り
質
の
高
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
、頑

張
っ
て
い
き
ま
す
！

　（
T
F
T
M
Y
U
代
表

事
業
計
画
学
科
3
年
　
菊
地
　
友
）

大
和
学
生
会
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
動

　
私
た
ち
学
生
団
体O

n
e S

econ
d

  
Project 

（
O
S
P
）は
、東
日
本
大
震
災

の
復
興
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
学

生
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。支
援

の
形
は
時
間
の
経
過
と
共
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、そ
の
中
で
自
分
た
ち
が
出
来
る

こ
と
を
見
つ
け
、活
動
し
て
い
ま
す
。今
は

主
に
情
報
発
信
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。復
興
の
た
め
に
継

続
的
に
支
援
し
て
い
る
団
体
や
企

業
、そ
し
て
地
域
の
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
岩
手
県
立
大
学
で
開
催

さ
れ
た「
全
国
公
立
大
学
学
生
大

会
」に
宮
城
大
学
代
表
と
し
て
参

加
し
、そ
の
活
動
を
紹
介
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
会
は
、①
地

域
貢
献
活
動
・
地
域
に
関
す
る
研

究
活
動
、②
地
域
防
災
活
動
、③

被
災
地
支
援
活
動
の
３
つ
の
分
野

で
活
動
を
行
っ
て
い
る
公
立
大
学
の

学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
も

の
で
す
。

　
私
た
ち
は
宮
城
大
学
代
表
と
し

て
本
学
及
び
O
S
P
の
復
興
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
行
い
ま
し
た
。宮
城
大
学
の
ブ
ー

ス
に
は
、他
大
学
の
学
長
や
学
生
な

ど
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、意
見
や
質

問
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た

「
学
生
が
考
え
る
地
域
の
未
来
」と

い
う
テ
ー
マ
で
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
話
し
合
い
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
会
へ
の
参
加
は
、他
大
学
の
学

生
と
交
流
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、今
後

O
S
P
の
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
大
変
有

益
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
は
変
化
し
て
い
く

と
は
思
い
ま
す
が
、私
た
ち
は
継
続
的
に
被
災

地
の
力
に
な
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　（
O
S
P
代
表

事
業
計
画
学
科
２
年
　
水
野 

佑
香
）

事業構想学部 
2年生を対象に職場体験の成果を発表大和

太白

冬
枯
れ
の

を

し
て

季
節

工
夫

　
こ
ん
に
ち
は
。ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表
、看
護

学
科
２
年
の
石
川
瑶
子
で
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
ガ
ー
デ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、私
が
代
表
と
な
っ
た
年（
平
成
２４

年
）に
任
意
の
学
生
団
体
か
ら
学
生
会
に
組
織
さ

れ
る
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。現
在
メ
ン
バ
ー
は

１
、２
年
生
合
わ
せ
て
７
人
と
少
人
数
で
す
が
、講

義
の
空
き
コ
マ
を
利
用
し
な
が
ら
、花
壇
の
花
植
え

な
ど
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
今
回

は
、冬
期
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
去
年
の
冬
、大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
装
飾
さ
れ
た
の
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
飾
り
つ
け
は
、実
は
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
昨

年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。寒
く
な
り
、花
植
え

を
行
え
な
い
時
期
で
も
大
学
が
華
や
か
に
な
る
よ

う
に
と
始
め
た
の
で
す
が
、皆
さ
ん
に
大
変
好
評

だ
っ
た
た
め
、今
年
度
も
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、昨
年
度
よ
り
も
多

く
の
箇
所
に
装
飾
を
行
い
、学
内
外
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
で
私
は
引
退
し
ま
す
が
、ぜ
ひ
次
の
冬

も
後
輩
た
ち
に
活
動
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　（
大
和
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表

看
護
学
科
2
年
　
石
川
瑶
子
）

　事業構想学部インターンシップ報告会及び意見交換会を、11月13日、
宮城大学大和キャンパス講義室で開催しました。学生・教職員のほか、受
け入れ先の企業・機関の方々にも出席いただき、120人以上が参加しま
した。
　事業構想学部「インターンシップⅠ」は、学部の2年生を対象とし、県内の
企業を中心とした企業・機関における職場の体験を目的とした授業科目で
す。学生は4月から企業研究、ビジネスマナー講習といった準備をして、夏の
企業・機関における研修に臨み、無事に研修を終えることができました。
　報告会は二部形式で行われ、第一部では、代表学生による研修報告
や、藤原正樹インターンシップ委員長による総括などが行われました。第二
部では、懇親を兼ねた意見交換会が立食形式で行われました。学生は研
修でお世話になった企業の方々への感謝の気持ちを込めておもてなしを
し、会場は大変和やかな雰囲気に包まれていました。
　今後は、インターンシップのより一層の内容の充実と質の向上を目指
し、地元企業・機関との連携強化を進めてまいります。

（学務課　萩野俊輔）

食産業学部は3年生が必修 
　　　 全員で報告会に臨む

　食産業学部では、例年3年生が必修科目の「産
業実習」の締めくくりとして、夏休み中にインターン
シップに参加します。さらに、それぞれが自分の就業
体験について報告書をまとめ、パワーポイントを
使って発表することで体験を共有しています。
　今年度も全国72か所の企業・事業所にご協
力頂き、129人が無事インターンシップを終えて、
9月27日、学科ごと5教室で報告会を開催しまし
た。会場には、報告を聞きに来て下さった受入先
企業の担当者や、来年のインターンシップを控え
た2年生の姿もあり、充実した報告会となりまし
た。12月からの就職活動に向けて、一人一人が
職業観を養うことができたようです。

（学務課　遠藤優貴枝）

メンバーで学内のオブジェをクリスマスツリーに

インターンシップ報告会を開催

Table For Two Miyagi University （TFTMYU）

食の不均衡の解決 世界に向けて発信 
One Second Project （OSP）

震災復興 ― 私たちができる支援を

宮
城
大
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
立
ち

会
上
げ
た
学
生
団
体「
T
F
T
M
Y
U
」と

「
O
S
P
」、と
も
に
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
2

つ
の
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

考案メニューのチラシを手にするメンバーボードには学生の意見がびっしり

和やかに行われた意見交換会 研修報告を聞く参加者
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が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
会
は
、①
地

域
貢
献
活
動
・
地
域
に
関
す
る
研

究
活
動
、②
地
域
防
災
活
動
、③

被
災
地
支
援
活
動
の
３
つ
の
分
野

で
活
動
を
行
っ
て
い
る
公
立
大
学
の

学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
も

の
で
す
。

　
私
た
ち
は
宮
城
大
学
代
表
と
し

て
本
学
及
び
O
S
P
の
復
興
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
行
い
ま
し
た
。宮
城
大
学
の
ブ
ー

ス
に
は
、他
大
学
の
学
長
や
学
生
な

ど
多
く
の
方
々
が
訪
れ
、意
見
や
質

問
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た

「
学
生
が
考
え
る
地
域
の
未
来
」と

い
う
テ
ー
マ
で
、新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
話
し
合
い
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
会
へ
の
参
加
は
、他
大
学
の
学

生
と
交
流
し
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、今
後

O
S
P
の
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
大
変
有

益
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
は
変
化
し
て
い
く

と
は
思
い
ま
す
が
、私
た
ち
は
継
続
的
に
被
災

地
の
力
に
な
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　（
O
S
P
代
表

事
業
計
画
学
科
２
年
　
水
野 

佑
香
）

事業構想学部 
2年生を対象に職場体験の成果を発表大和

太白

冬
枯
れ
の

を

し
て

季
節

工
夫

　
こ
ん
に
ち
は
。ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表
、看
護

学
科
２
年
の
石
川
瑶
子
で
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
ガ
ー
デ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、私
が
代
表
と
な
っ
た
年（
平
成
２４

年
）に
任
意
の
学
生
団
体
か
ら
学
生
会
に
組
織
さ

れ
る
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。現
在
メ
ン
バ
ー
は

１
、２
年
生
合
わ
せ
て
７
人
と
少
人
数
で
す
が
、講

義
の
空
き
コ
マ
を
利
用
し
な
が
ら
、花
壇
の
花
植
え

な
ど
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
今
回

は
、冬
期
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
去
年
の
冬
、大
学
の
敷
地
内
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
装
飾
さ
れ
た
の
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
飾
り
つ
け
は
、実
は
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
昨

年
度
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。寒
く
な
り
、花
植
え

を
行
え
な
い
時
期
で
も
大
学
が
華
や
か
に
な
る
よ

う
に
と
始
め
た
の
で
す
が
、皆
さ
ん
に
大
変
好
評

だ
っ
た
た
め
、今
年
度
も
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
年
生
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、昨
年
度
よ
り
も
多

く
の
箇
所
に
装
飾
を
行
い
、学
内
外
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
で
私
は
引
退
し
ま
す
が
、ぜ
ひ
次
の
冬

も
後
輩
た
ち
に
活
動
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　（
大
和
ガ
ー
デ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
代
表

看
護
学
科
2
年
　
石
川
瑶
子
）

　事業構想学部インターンシップ報告会及び意見交換会を、11月13日、
宮城大学大和キャンパス講義室で開催しました。学生・教職員のほか、受
け入れ先の企業・機関の方々にも出席いただき、120人以上が参加しま
した。
　事業構想学部「インターンシップⅠ」は、学部の2年生を対象とし、県内の
企業を中心とした企業・機関における職場の体験を目的とした授業科目で
す。学生は4月から企業研究、ビジネスマナー講習といった準備をして、夏の
企業・機関における研修に臨み、無事に研修を終えることができました。
　報告会は二部形式で行われ、第一部では、代表学生による研修報告
や、藤原正樹インターンシップ委員長による総括などが行われました。第二
部では、懇親を兼ねた意見交換会が立食形式で行われました。学生は研
修でお世話になった企業の方々への感謝の気持ちを込めておもてなしを
し、会場は大変和やかな雰囲気に包まれていました。
　今後は、インターンシップのより一層の内容の充実と質の向上を目指
し、地元企業・機関との連携強化を進めてまいります。

（学務課　萩野俊輔）

食産業学部は3年生が必修 
　　　 全員で報告会に臨む

　食産業学部では、例年3年生が必修科目の「産
業実習」の締めくくりとして、夏休み中にインターン
シップに参加します。さらに、それぞれが自分の就業
体験について報告書をまとめ、パワーポイントを
使って発表することで体験を共有しています。
　今年度も全国72か所の企業・事業所にご協
力頂き、129人が無事インターンシップを終えて、
9月27日、学科ごと5教室で報告会を開催しまし
た。会場には、報告を聞きに来て下さった受入先
企業の担当者や、来年のインターンシップを控え
た2年生の姿もあり、充実した報告会となりまし
た。12月からの就職活動に向けて、一人一人が
職業観を養うことができたようです。

（学務課　遠藤優貴枝）

メンバーで学内のオブジェをクリスマスツリーに

インターンシップ報告会を開催

Table For Two Miyagi University （TFTMYU）

食の不均衡の解決 世界に向けて発信 
One Second Project （OSP）

震災復興 ― 私たちができる支援を

宮
城
大
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
立
ち

会
上
げ
た
学
生
団
体「
T
F
T
M
Y
U
」と

「
O
S
P
」、と
も
に
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
2

つ
の
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

考案メニューのチラシを手にするメンバーボードには学生の意見がびっしり

和やかに行われた意見交換会 研修報告を聞く参加者



今回、ご紹介
した二つの学生団体
は、社会貢献という目

的意識をしっかり持って活動してい
ます。震災から間もなく３年が経ちま
すが、震災を機に、学生一人ひとり
の社会貢献への意識が育っている
ことを感じました。

今後も、地域へ、世界へと目を向
けて活躍する学生の様子を、できる
だけ多くお伝えしたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願い致し
ます。　　　　　　　　　 （S・I）

　
後
援
会
で
は
、大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭

の
日
程
に
合
わ
せ
、10
月
14
日
に「
講
演

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の「
講
演
会
」は
、各
界
で
活
躍
す
る

著
名
な
方
を
お
招
き
し
、後
援
会
の
会
員

や
大
学
近
隣
の
住
民
の
皆
様
に
向
け
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、地
元
仙
台
市
で
地
域
社
会
と

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
の
白
幡
洋
一
社
長
を
お
招
き
し
、

「『
す
る・観
る・支
え
る
、そ
し
て
語
る
』〜

ス
ポ
ー
ツ
は
地
域
を
支
え
る
起
爆
剤
？

〜
」と
題
し
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、40
代
50
代
の
男
性
を
中
心
に
、

約
2
5
0
人
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、白
幡
洋
一
氏
が
社
長
に
就

任
し
て
以
後
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
活
動
や
、

東
日
本
大

震
災
を
経

て
、震
災
か

ら
の
復
旧

復
興
に
対

す
る
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
の
役

割
、ス
ポ
ー

ツ
の
持
つ
底

力
な
ど
に
つ

い
て
、時
間
一

杯
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
利

益
の
追
求
や

勝
敗
・
順
位

だ
け
で
は
な

い
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
経
営

に
関
す
る
白

幡
社
長
の
ご

苦
労
の一
端
が

窺
え
た
ほ
か
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
懸
け
る
情

熱
も
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、育
成
に
関
連
し
た
お
話
で
は
、五

つ
の
育（
知
育・徳
育・食
育・体
育・感
育
）

の
役
割
や
、親
が
子
供
に
残
せ
る
三
つ
の
財

産（
母
国
語
以
外
に
一つ
の
言
語
の
習
得
、

何
か一つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
卓
越
す
る
、何
か一つ

の
楽
器
を
マ
ス
タ
ー
す
る
）に
つ
い
て
も
お
話

が
あ
り
、子
育
て
終
盤
を
迎
え
た
私
ど
も

後
援
会
会
員
に
と
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
子
供

と
の
接
し
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
、「
変
革・革
新
の
先
頭

に
立
ち
、県
立
大
卒
と
し
て
地
域
発
展
の

メ
イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
て
」と
、本
学
へ
の

力
強
い
エ
ー
ル
を
白
幡
社
長
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
後
援
会
会
計
書
記
　
八
島 

英
明
）

　すり傷や切り傷などのちょっとした怪我をした時、大抵の方は
病院に行かずに自宅で手当てをされているのではないでしょう
か。私が子供の頃は赤チンを塗って『ふうふう』と乾燥させたも
のでしたが、水銀化合物ということで使用されなくなり、その後
はマキロンで消毒しガーゼを当てるといった処置が一般的にな
りました。
　しかし、最近、今までのやり方が間違っていることが分かり、
新しい創傷処置が行われ始めています。消毒薬は細菌を殺す
役割がありますが、怪我を治す働きのある周りの細胞まで傷め
つけてしまいます。また、傷口から滲み出る水（浸出液）には傷
を治す為に必要な成分が含まれているのでガーゼを当てるとそ
れを吸い取り、治りが遅くなるのです。
　では、実際にはどのように処置するのが正しいのでしょうか？

〈切り傷・すり傷の新しい治療法〉
①傷は水でよく洗う（消毒は厳禁） 
②傷を乾燥させない。ガーゼは使わず、湿潤療法用被覆材
（商品名キズパワーパット、リーダーハイド
ロ救急パッド等）や白色ワセリンを塗った
食品用のラップを使用する

③かさぶたは作らない 
④膿は水で洗い流し、また密閉する事を繰り

返す（傷は乾くと痛む） 

　こうした処置の方が、傷が早く治ります。

　１月から２月にかけてのこの時期は、道路の凍結の為に転倒
したり、自転車・バイクのスリップ事故で怪我をする学生が来室
することが多くなります。保健室では、新しい傷の手当について
説明しながら、傷の手当を症状に応じて行っています。

（太白キャンパス保健指導員　山田まさみ）

日時：平成26年4月3日（木）
　　 午後12時40分～午後1時30分（入学式終了後）
場所：東京エレクトロンホール宮城（県民会館）大ホール
　　  仙台市青葉区国分町３-３-７
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

日時：平成26年3月19日（水）
　　 受付／午前9時開始　
　　 式典／午前10時～11時30分頃
場所：大和キャンパス講堂 学務課☎022（377）8218

保健室から

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
底
力

　平成26年度後援会総会を開催いたします。議題は、平成25年度
事業報告・決算報告、平成26年度事業計画・予算案などです。ご出
席くださいますようご案内いたします。
　なお、学外の会場での開催となりますので、お間違えのないよう
ご注意ください。

　平成25年度宮城大学卒業証書・学位記授与式を挙行しますの
で、ご出席ください。教職員一同、心よりお祝い申し上げます。
　なお、式場内の座席数は限られています。満席となった場合は、
別会場のモニターでご覧いただくことになりますのでご了承くださ
い。式典の詳細は、1月中に大学ホームページに掲載します。

（URL：http://www.myu.ac.jp）

実践力のある
　　教育を目指して

看護学部教授　原田 光子

「教員からの一言」
最近の傷の手当事情

宮城大学では、社会のニーズに対応できる学生の育
成を目指した教育を模索しています。

看護学部でも、少子高齢化の到来という社会のニー
ズに直面し、これに向けた教育の模索を続けています。

高齢化社会にあっては、高齢者の健康維持や療養者
の支援による生活の質の向上が、重要なニーズになりま
す。病院内の看護だけではなく自宅での長期療養生活
等の支援により、人生をより豊かにしていくという重要な
役割を担うことが求められています。

つまり、地域社会における長期療養生活を支援するシ
ステム創造への貢献が看護職にも期待されています。こ
のように、今後ますます看護職の活躍の場が拡大してい
くことになります。

一方、再生医療等、医療の分野における技術の進歩
が加速しています。医療の進歩に従い看護の分野にお
いても今までにない看護技術の習得が必要になってくる
と思います。社会が変化し、技術が進歩する中で、教育の
役割は学生と共に新しい学問を創造することと考えてい
ます。

学生が専門的知識を自律して学ぶ力を育み、その力が
実践へと応用できるように、学生一人一人が夢に向かっ
て成長していけることを願っています。

後
援
会
主
催
事
業

白
幡
洋
一
氏
講
演
会

後
援
会
主
催
事
業

白
幡
洋
一
氏
講
演
会

後
援
会
主
催
事
業

白
幡
洋
一
氏
講
演
会

後
援
会
主
催
事
業

白
幡
洋
一
氏
講
演
会

編集
後記

　
昨
年
12
月
15
日
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
本
部
と
す
る
テ
ン
プ
ル
大
学
日
本

校
と
学
生
や
教
職
員
の
交
流
を
中
心
と
す
る
協
定
を
締
結
し
、記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
、ス
ト
ロ
ナ
ク
学
長
の
基
調
講
演
の
ほ
か
秋
田
の
国
際
教
養
大

学
鈴
木
学
長
、福
島
の
会
津
大
学
角
山
学
長
を
迎
え
、本
学
西
垣
学
長
と

高
山
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
長
を
加
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。歴
史
と
実
績
あ
る
米
国
の
大
学
、世
界
に
直
結
す
る
人
材
育
成
で
国
内

外
か
ら
評
価
の
高
い
２
つ
の
大
学
、そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
す
る
本
学

の
学
長
が一
堂
に
会
し
、自
ら
考
え
行
動
す
る「
人
間
力
」の
基
盤
と
な
る
教

養
教
育
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、こ
の
冬
初
め
て
の
雪
景
色
を
解
か

す
勢
い
で
し
た
。

　
本
学
は
現
在
、道
州
制
を
視
野
に
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
注
力

し
て
い
ま
す
。経
済
成
長
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
研
修
や
企
業
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、協
定
校
の
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
米
国
、豪
州
へ
の
留
学
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
の
J
P
O
P
サ
ミ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
展
と
U
C
L
A
訪
問
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
展
開
し
、平
成
24
年
度
か
ら
の
1
年
半
で

2
0
0
名
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、難
関
の
ジ
ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易

振
興
機
構
）の
国
際
即
戦
力
育
成
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
一
名
が
合
格
し
ま

し
た
。こ
の
た
め
ク
ォ
ー
タ
ー（
4
学
期
）制
の
導
入
や
単
位
認
定
、企
業
の
協

力
金
や
関
係
省
庁
の
助
成
金
を
獲
得
す
る
な
ど
留
学
し
易
い
環
境
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。本
学
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
国
内
外
の
ど
こ
で

も
タ
フ
に
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
け
る「
人
間
力
」の
育
成
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。指
示
待
ち・受
身
の
学
生
が
多
い
昨
今
、親
元
を
離
れ
た
異
国
で
の
思
う

に
任
せ
ぬ
体
験
は
不
測
の
事
態
を
乗
り
切
る
人
間
力
を
鍛
錬
す
る
絶
好
の

場
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ

大
切
な
わ
が
子
の
背

中
を
押
し
て
い
た
だ

き
、強
く
し
な
や
か
な

宮
城
大
生
を
共
に

創
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
参
事
兼
学
務
課
長

成
田
美
子
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と「
人
間
力
」

宮
城
大
学
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

　
後
援
会
で
は
保
護
者
の
方
々
が
、学

生
の
卒
業
後
も
宮
城
大
学
を
支
援
す

る
終
身
会
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
希

望
に
よ
り
ご
加
入
い
た
だ
く
も
の
で
す

が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
入
会
い
た

だ
き
、大
学
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。会
員
の
方
に
は
年
２
回
発

行
の
会
報
及
び
主
催
事
業
の
案
内
等

を
２０
年
間
送
付
致
し
ま
す
。

　
大
学
間
の
生
き
残
り
を
か
け
た
競

争
が
激
化
す
る
中
、自
主
自
律
の
運
営

を
目
指
す
宮
城
大
学
を
、更
な
る
充

実
し
た
支
援
で
、物
心
両
面
か
ら
支
え

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
卒
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、改
め
て
御
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、何
卒
、制
度
の
趣

旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、多
く
の
方
に

御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
後
援
会
事
務
局
）

後
援
会

終
身
会
員
制
度
の
ご
案
内

卒業生・修了生の保護者の皆様へ
卒業式のご案内

平成26年度 後援会総会
東京エレクトロンホール宮城で開催

講演する白幡氏=10月14日、講堂

講演に聞き入る聴衆
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記 事
一 覧

●2面…後援会役員と学生代表との意見交換会、「絆」
●3面…コラム、3年生就職活動への第一歩「事業構想・食産業学部合同企業説明会開く」
●4面・5面…MYU  FES 2013「太白キャンパス 」、「大和キャンパス」、学生会執行部主催キャンパス間交流「芋煮」 

●6面…TFTMYUの活動、大和学生会ガーデンキャンパスの活動
●7面…OSPの活動、インターンシップ報告会
●8面…「教員からの一言」、保健室、後援会総会、後援会終身会員制度案内
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